
EF EPI
EF 英語能力指数

2017
www.ef.com /epi

 EF SET
EF英語標準テスト

www.efset.org



今年の新しい内容
1. 7 か国が初参加: アンゴラ、カメルーン、キューバ、
ギリシャ、ナイジェリア、バングラデシュ、南アフリカ

2. 過去最高の100万人超が試験を受験

3. 今回初めてアフリカでの英語環境について詳しく
検証

4. 20 か国の英語学習の取り組みを紹介

5. 世界の中・高生、および大学生の英語能力レベル
の詳細情報 (関連レポート EF EPI-s として公開 
www.ef.com/epi)
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エクゼクティブ・サマリー

今年は第 7 回となる EF 英語能力指数を作
成し、世界中の成人の英語能力を測定しま
した。今年の指標では、2016 年に EF 英語
標準テスト（EF SET）を受けた 100 万人を
超える受験者のデータに基づき、80 の国と
地域をランク付けしています。

アンゴラ、カメルーン、ナイジェリア、南アフ
リカからの数千人の参加により、今回初め
て、アフリカを区別された地域として分析す
ることができました。また、キューバ、ギリシ
ャ、バングラデシュの英語能力レベルを初め
て算出しました。　

最後に、カリキュラム改革から教員トレーニ
ング、社会人向けのオンライン学習プラット
フォームまで、世界中の英語学習に対する 

20 の主な取り組みを紹介しています。今回
取り上げた取り組みの数々から、英語能力を
向上させるために国々が採用できる幅広い
アプローチがあることが見て取れます。　

注目すべき分析結果は次の通りです:

英語能力が大幅に向上した国の数が減少 

世界全体としては、英語能力スコアにわず
かな変化しか見られませんでしたが、サウ

ジアラビア、シンガポール、タイ、パナマの 4 

か国のみで大幅な向上が見られました。ま
た、ほとんどの国において、国別スコアに変
化はありませんでした。絶対的スコアが大
幅に低下した国はありませんでしたが、新
たな国の参加や同レベルの国々が拮抗した
ことから、10 位以上ランクを下げた国もあ
りました。

ヨーロッパの英語能力がわずかの差で最高 

ヨーロッパの平均英語能力スコアは、2 番目
に高いアジアよりもわずかに上回っていま
す。ヨーロッパの縁辺に位置する英語能力
の低い国々を地域平均から除外すると、ヨー
ロッパとアジアのスコアの差は大きくなりま
す。今年は上位 10 か国のうち 8 か国をヨー
ロッパ圏の国々が占めました。ヨーロッパに
共同プロジェクトや、グローバル化そのもの
の価値を疑問視している人たちがいるとし
ても、英語能力のレベルの高さは、ヨーロッ
パの多文化主義、経済統合、観光および移動
と密接に関係しています。

中南米の成人の英語能力がアジアの成人
に迫る 

中南米の平均英語能力スコアは、アジアよ
り 2 ポイント低いだけですが、この 2 つの

地域では英語スキルの分布がまったく異な
っています。中南米の国々は全地域の中で
最も英語能力の格差が少なく、地域内で最
も英語能力の高いアルゼンチンと最も低い
エルサルバドルの差はわずか 10 ポイント
です。中南米では、英語能力が低い国々が、
同地域の英語能力が高い国々よりも速いス
ピードで英語能力を向上させているため、
地域全体のスコアの幅が小さくなっていま
す。一方、アジアでは、英語能力が最も高い
国々と最も低い国々の間に 30 ポイント近く
の差があり、世界で最も格差の大きい地域
となっています。

アフリカの英語能力は依然として正確な評
価が困難 

利用可能なデータによると、アフリカの英
語能力は世界平均をわずかに下回ってい
ます。しかしながら、この推定には 9 か国か
らの受験者しか含まれていません。この指
標で上位 40 位にランクインしているナイ
ジェリアと南アフリカは、調査に含まれてい
るその他の 7 か国よりも人口がはるかに多
く、地域の人口加重平均をつり上げていま
す。2018 年は、EF EPI 調査に参加するアフ
リカ諸国の数が増え、大陸の英語能力がよ
り明確になることが期待されます。

2017年、英語はこれまでと同様、国際的なコミュニケーションにおいて必要不可欠なも

のとなっています。英語は、貿易、科学、ビジネス、外交の分野において使用される言語

です。英語の世界的な広がりは、いずれかの国の文化的な優越性を示すものではなく、

相互に深く結び付いた世界における共通言語の必要性を示すものです。
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中東の英語能力は世界で最も低い 

中東の平均英語能力は非常に低くなってい
ます。今年の指標に含まれるほぼすべての国
で公立教育の質が低く、不安定な雇用市場
が成人の英語能力の改善を遅らせる原因と
なっています。特に紛争地帯では、基本的な
教育の普及が依然として困難な状況です。中
東の若年層は成長の大きな可能性を秘めて
いますが、すでに脆弱な教育システムの負担
にもなっています。

男性よりも女性の英語能力が高い 

世界全体では、女性の英語能力が男性よりも
高くなっています。ほぼすべての国で男性よ
りも女性が教育を受ける割合が高く、職業訓
練ではなく中等教育を修了し、大学に通う傾
向にあります。しかしながら、男女差が狭まっ
ている地域もあり、中南米と中東では、男女
差は見られません。

若年層が高齢層を上回る 

世代間の英語能力の差は思うほど大きくあ
りませんが、世界的に年齢と英語能力は反
比例しています。社会人は時間の経過ととも
に、学校で学んだことを忘れていくかもしれ
ませんが、学校で学習した内容を職場や旅
行で活かし、英語スキルを高めることもでき

ます。インド、インドネシア、ブラジル、日本
を含む一部の国々では、学校を卒業して間
もない若者と 40 歳以上の成人との差が驚
くほど小さく、教育リーダーによる学校での
英語指導の改善が、過去数十年間ほとんど
行われていないことを示唆しています。世
代間の差はオーストリア、スイス、ドイツで
最も大きく、最近の高校卒業者と 40 歳以
上の成人では 20 ポイント近くも差があり
ます。　

重要な経済指標と社会指標との関連性 

英語能力レベルが低い国々と比較すると、
英語能力が高い国ではより多くのサービス
輸出を行い、インターネットへのアクセスが
良く、研究開発への投資が多い傾向があり
ます。このような強い関連性は、過去の EF 

EPI の全 6 版を通して一貫しています。英語
とこれらの指標との間に単純な因果関係が
あることは考えにくいですが、好循環となっ
ている可能性はあります。優れた英語能力
によりアイデアやサービスの交換が促進さ
れ、より多くの人々が国際的な機会を得て、
成人の英語能力が向上します。
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EF EPI 2017 ランキング

高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル

非常に高い英語能力 高い英語能力 標準的な英語能力

22 ブルガリア 57.34

23 ギリシャ 57.14

24 リトアニア 57.08

25 アルゼンチン 56.51

26 ドミニカ共和国 56.31

27 インド 56.12

28 スペイン 56.06

29 香港 55.81

30 韓国 55.32

31 ナイジェリア 54.74

32 フランス 54.39

33 イタリア 54.19

34 ベトナム 53.43

35 コスタリカ 53.13

09 ドイツ 62.35

10 オーストリア 62.18

11 ポーランド 62.07

12 ベルギー 61.58

13 マレーシア 61.07

14 スイス 60.95

15 フィリピン 60.59

16 セルビア 59.37

17 ルーマニア 59.13

18 ポルトガル 58.76

19 ハンガリー 58.61

20 チェコ共和国 57.87

21 スロバキア 57.63

01 オランダ 71.45

02 スウェーデン 70.40

03 デンマーク 69.93

04 ノルウェー 67.77

05 シンガポール 66.03

06 フィンランド 65.83

07 ルクセンブルグ 64.57

08 南アフリカ 63.37
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低い英語能力 非常に低い英語能力

70	オマーン	 44.48

71	モンゴル	 44.21

72	サウジアラビア	 43.98

73	アンゴラ	 43.49

74 クウェート 43.14

75 カメルーン 42.45

76 アルジェリア 42.11

77 カンボジア 40.86

78 リビア 38.61

79 イラク 38.12

80 ラオス 37.56

58 シリア	 48.49

59	カタール	 48.19

60	モロッコ	 47.91

61 スリランカ	 47.84

62	トルコ	 47.79

63	ヨルダン	 47.40

64	アゼルバイジャン	 46.97

65	イラン	 46.60

66	エジプト	 46.51

67	カザフスタン	 45.95

68	ベネズエラ	 45.71

69 エルサルバドル	 45.70

36	中国	 52.45

37 日本	 52.34

38	ロシア	 52.19

39	インドネシア	 52.15

40	台湾	 52.04

41	ブラジル	 51.92

42	マカオ	 51.87

43	ウルグアイ	 51.73

44	メキシコ	 51.57

45 チリ	 51.50

46	バングラデシュ	 50.96

47 ウクライナ	 50.91

48	キューバ	 50.83

49	パナマ	 50.68

50		ペルー	 50.50

51	コロンビア	 49.97

52	パキスタン	 49.88

53	タイ	 49.78

54 グアテマラ	 49.52

55	エクアドル	 49.42

56	チュニジア	 49.01

57	アラブ首長国連邦	48.88

7



EF EPI 詳細データ

試験受験者の内訳

性別および年齢が英語能力に及ぼす影響

世界 世代間の差

女性

53.81 52.98

70

30

35

40

45

50

55

60

65 

男性

EF EPI スコア

世界 男女の差

26
年齢の中央値

89%
40 歳未満

48%
女性

52%
男性

80
か国

ヨーロッパ 27

アジア 20

中南米 15

アフリカ 9

中東 9

EF EPI スコア

18-20 26-3021-25 31-40 41+

70

30

35

40

45

50

55

60

65 

55.26
54.28 53.49 52.87

51.04

年齢グループ

100
万人超
受験者

高い非常に高い 低い標準的 非常に低い能力レベル
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今年の EF EPI の注目ポイント

EF EPI 地域別平均

EF EPI スコア

地域
ヨーロッパ アフリカアジア 中南米 中東
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45
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55

60

65 

55.96

53.60

45.31

世界の平均スコア 53.18
51.47

5
か国

44
か国

24
か国

0
か国

上昇トレンド 少し上昇 少し下降 下降トレンド

EF EPI 2017 地域別トレンド

ヨーロッパ        アジア　          中南米 アフリカ　    中東

最上位国 01  オランダ 05 シンガポール 25  アルゼンチン 08  南アフリカ 57  アラブ首長国連邦

最下位国 64  アゼルバイジャン 80  ラオス 69  エルサルバドル 78  リビア 79  イラク

最大上昇 +2.00  リトアニア +2.57  タイ +2.60  パナマ  +1.31  チュニジア  +3.07  サウジアラビア  

最大下降 -1.22  チェコ共和国  -1.47  カザフスタン -1.89   アルゼンチン  -1.95  モロッコ -0.93  アラブ首長国連邦  

高い非常に高い 低い標準的 非常に低い能力レベル

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます

52.28
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EF EPI 能力の各レベルに含まれる国々の一人当たり平均調整純国民所得を評価する
と、英語能力と個人の収益力に明らかな関係性が見られます。

英語と豊かさの密接な関係

引用元: 世界銀行 (2015年)

英語と経済、貿易

ほとんどの国家経済で国際貿易への依存
が進んでおり、今や世界の GDP の 30% 以
上を国際貿易が占めています (20 年前の 

20% から大幅に増加)。これらの国際的な
取引に必要とされる共通言語は、圧倒的に
英語です。物流パフォーマンス (グラフ A)

、輸出書類、輸入所要時間を含む、輸出入
関連指標と英語の間には強い相関性があ
ります。

ビジネスにより適した環境
英語能力の高い国々は、ビジネスのしやす
さにおける主要な指標でより優れたパフォ
ーマンスを示しており、ビジネスのしやすさ
と英語能力 (グラフ B) の間には EF EPI 全
版を通して常に強い相関性が見られます。
国内または地元でビジネスを行う場合、起
業家は英語を必要としない場合もあります
が、世界的なサプライチェーンの一環とし
て、最終製品の顧客 (市場) として、または
海外の同業者の競合企業として、すますま
す多くの企業が世界を舞台に事業を拡大し
ています。

の中等教育や高等教育で教授言語としても
使用されています。

このような多様な言語背景において、英語
能力向上のための万能なアプローチという
ものは存在しませんが、政策立案者は英語
教育によってその他の外国語の教育が犠牲
となるわけではないということを認識する
必要があります。

最貧国における英語
また、英語は世界の後発開発途上国 (LDC) 

の経済的展望においても必要不可欠な
役割を担っています。国連世界観光機関 

(UNWTO) のデータによると、後発開発途上
国の国際観光客到着数は、1995 年の 400 

万人から 2014 年には 2500 万人に増加し
ています。国際観光客は世界中から来てい
ますが、国際共通語として多くの場合、英語
が使用されます。現地の労働力が拡大し続
ける観光産業の需要を満たすことができれ
ば、開発地域で切望されている国の成長を
もたらすことができるでしょう。

英語と経済成長
世界の経済において、高い英語能力には甚
大なメリットがあります。英語能力は、国内
総生産と一人当たり国民総所得 (グラフ C) 

を含む数多くの経済指標と相関しています。
発展途上国において、製造業から知識ベー
ス経済へ移行するには、国際的な共同作業
を行える高い英語スキルを持った成人が必
要になります。これに応じて、英語能力とサ
ービス輸出の間には強い相関関係が見られ
ます (グラフ D)。

言語の多様性 

ヨーロッパでは多言語の使用が特に推進さ
れてきましたが、言語の多様性があるのは 

ヨーロッパ大陸だけではありません。多くの
国々が複数の公用語に加え、地域や部族の
言語も持ち合わせています。発展途上経済
の中には一国の独占的な貿易相手を有し  

(通常、以前に植民地支配を受けていた国)、
英語以外の言語でコミュニケーションを取
っています。このような言語は、学校で最初
の外国語として教えられる傾向があり、多く

6,424 USD

8,799 USD 13,277 USD

23,128 USD47,318 USD

高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル
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引用元: 世界銀行 (2015年)

英語力と物流
物流パフォーマンス指標

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2016年)

グラフ C

グラフ A グラフ B

グラフ D

英語力とビジネス
ビジネスのしやすさ指数

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2016年)

35 40 45 50 70 7560 6555

英語力と収入 英語力とサービス輸出
 サービス輸出 (BOP、名目米ドル表示、対数目盛）

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2015年)

35 40 45 50 70 7560 6555

08
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10

11

12

R=0.68

簡単

難しい
R=0.71
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35 40 45 50 70 7560 6555

R=0.67

平均総収入 (米ドル、2016 年為替レート)

EF EPI スコア
引用元: ユーロモニター・インターナショナル (2016年)

R=0.62

35 40 45 50 70 7560 6555
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40,000
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高い非常に高い 低い標準的 非常に低い能力レベル

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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引用元: 世界銀行 (2015年)

英語とテクノロジー
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インターネット接続性は英語能力の高さと関連

インターネット普及率 (各国のインターネットアクセスを有する人々の割合) は、各 EF EPI 

能力レベルを平均して増加させ、英語とインターネットアクセスとの間に正の相関があるこ
とを示唆しています。

インターネット上にあるウェブサイトの上位 

1 千万件のうち、 52% が英語であると推定
されています。英語能力は、インターネット
ユーザーが日常的にこのような英語のリソ
ースにアクセスし、アイデアや経験を幅広い
オーディエンスと共有することを可能にしま
す。ブロードバンド契約数や安全なサーバ
ー数(グラフ F と G) などのインターネットア
クセスの指標と同様に、インターネット使用
レベルと英語能力の間には強固な相関関係 

(グラフ E) があることがわかります。インタ
ーネットを容易に利用することができると、
英語との接触機会が増え、英語能力の構築
に繋がります。英語スキルが向上すると、オ
ンライン上でさらに多くの英語リソースにア
クセスしやすくなります。

知識を共有する世界 

世界最大のテクノロジー企業の大半が米国
企業であり、最も一般的に使用されているプ
ログラミング言語は、ほぼすべて英語に根差
しています。そのため、低い英語能力はプロ

グラマーが IT 開発やコンピュータサイエン
スの分野でリソースにアクセスする際の障
害となります。国家レベルでは、このようなリ
ソースへのアクセスの制限が IT インフラや 

eコマースの開発を管理する技術者層の形
成の妨げとなります。

テクノロジーと貿易 

テクノロジーはあらゆる種類の貿易を強化
させ、まった新しい取引の分野を創出しま
す。2014 年の世界におけるコンピュータお
よび情報サービスの輸出は 3 千億ドルを超
えました。英語能力の高いヨーロッパがこれ
らのサービスの最大の輸出者で、同年にお
ける世界全体の輸出の 58% を占めていま
す。情報通信技術 (ICT) サービスの輸出が
英語能力と非常に強く相関 (グラフ H) する
のは当然といえるでしょう。発展途上国経済
がこの分野へ進出するためには、テクノロジ
ー技能に加え、海外の顧客と英語でコミュ
ニケーションを取ることが可能な労働力が
必要です。

オンライン英語学習 

テクノロジーは、個々の学習者に本格的で
確かな英語ソースで学習する機会を与え、
現地で利用可能なものよりも質の高い英
語トレーニングを提供することにより、英語
スキル開発の最も強力な促進力となる可
能性があります。理論上では、高速モバイ
ル接続の可用性の向上と、公共および民間
のオンライン英語トレーニングの多様化が
進めば、正規の学校教育以外で成人が英語
能力を向上させやすい環境ができます。し
かしながら、現実では、無料オンライン講座 

(MOOC) では生徒の保持に悪戦苦闘し、オ
ンラインプログラムを通じて認定を取得す
る英語学習者は、雇用主が認定資格を認識
しないことがあると感じています。オンライ
ントレーニングの可能性を最大限に発揮さ
せるためには、オフラインプログラムと同様
の検査や認定をオンラインプログラムでで
きるようにするため、認定団体がもっと取り
組みを広げなければなりません。

高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル
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英語と情報通信技術サービスの輸出英語とインターネットセキュリティ

引用元: 世界銀行 (2015年)

英語とブロードバンドアクセス

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2015年)

35
0

05

10

15

20

25

30

35

40

45

50

40 45 50 70 7560 6555

英語とインターネットユーザー

インターネットユーザー数 (100人あたり)

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2015年)

35
0

30

10

20

40

50

60

80

90

100

40 45 50 7060 6555 75

70

R=0.63

グラフ E グラフ F

グラフ G グラフ H

R=0.72

固定ブロードバンド契約数 (100人あたり)

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2015年)

35
07

10

08

09

11

12

40 45 50 7060 6555 75

情報通信技術サービスの輸出 (BOP、名目米ドル表示、対数目盛)

R=0.69

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2015年)

35
0

01

02

03

04

40 45 50 70 7560 6555

安全なインターネットサーバー数 (100万人あたり)

R=0.72

高い非常に高い 低い標準的 非常に低い能力レベル

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます

13



英語は、研究開発支出や国民一人当たりの研究者および技術者数を含む数々の主要 

なイノベーション評価と正の相関関係を持ちます。

英語とイノベーション

英語はイノベーションを解き放つ鍵

引用元: 世界銀行 (2015年)
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どの言語でも素晴らしいアイデアを表現す
ることはできますが、そのアイデアを英語で
共有すれば、より幅広いオーディエンスに伝
えることができます。世界中で英語を話す人
々が増え続けているのに加え、学術雑誌か
ら Twitter のフィード、TED トークまで、最
も影響力のあるアイデアを共有するプラット
フォームでは、圧倒的に英語が使用されて
います。さらに、科学技術は猛烈な速さで進
歩しており、翻訳のための時間はほとんどあ
りません。

研究と開発 

毎年、国家の英語能力と研究開発 (R&D) に
おける国民一人当たりの研究者数および 

R&D への投資 (グラフ I と J) との間には強
い相関関係があることが明らかにされてい
ます。研究者は自身の調査結果を共有し、海
外の研究者からの最新の研究情報に精通す
るために英語が必要です。そのため、英語ス
キルと知的財産の使用による収益の間にも
強い相関関係が見られます (グラフ K)。英語
能力が高い国では、イノベーションが言葉の

壁により国内に留まることなく、国際的に発
見、共有、認可される可能性が高くなります。

英語でのアイデア共有 

かつて中世時代にラテン語がそうであった
ように、英語は紛れもなく現代世界の科学
用語です。世界で最も影響力のある科学雑
誌 100 誌 (SCImago Journal Rank による
選出) すべてが英語で記事を掲載しており、
英語能力と国民一人当たりの科学および技
術誌数には強い相関関係が見られます (グ
ラフ L)。さらに、英語で論文を発表する科
学者は、他の言語で論文を発表する科学者
と比べて、論文が国際的に引用される可能
性が高くなります。アイデアは共有されるこ
とで躍進し、世界の科学コミュニティへの融
合が進み、自然とイノベーションの加速につ
ながります。

共同の取り組み 

国際的な共同研究もますます一般的になっ
てきています。2015 年の時点で、オランダ、
シンガポール、スウェーデンなどの英語能力

が非常に高い国々で発表された科学論文
の半数以上で少なくとも 1 名の国外共同研
究者の記載があるのに対し、中国、インド、
日本など英語能力の低い国々では 30% 未
満に留まっています。大学は国際的な共同
研究の重要性を認識し、理系の大学院課程
の一部に特別な英語コースを組み入れた
り、大学院生を海外留学に派遣し、英語漬
けの環境で英語能力の強化を行ったりして
います。　

これらの取り組みは、生徒の職業的な成功
を向上させるだけでなく、大学の評価にと
っても有益です。世界大学ランキングは、主
に研究発表と引用を基にランク付けされて
おり、どちらも高い英語スキルによって促進
されます。「Times Higher Education 2017

」 ランキングの上位 20 大学の中で、一次言
語に英語以外の言語が使用されている大学
は一校のみです。

高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル
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引用元: 世界銀行 (2015年)

 

英語力と学問

EF EPI スコア
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英語と社会

人間開発指数 (HDI) は、平均寿命、教育、国民一人当たりの所得に基づいて国民の生活の質
をランク付けします。各 EF EPI 英語能力レベルの平均 HDI スコアを見るとわかるように、
英語と生活の質は正の相関があります。

国の発展と共に英語能力も向上
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EF EPI 能力レベル 引用元: 国連人間開発報告書 (2016年)
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成人の英語能力レベルは、国の開発レベル
の包括的な分類を示す人間開発指数 (グラ
フ M) などの幅広い開発指数と相関関係が
あります。英語とこのような社会的要因との
関係は、単純な因果関係ではなく、経済の発
展によって英語学習のための新たなリソー
スとインセンティブがもたらされ、それがさ
らなる成長を促進すると考えられます。　

学校での英語教育 

基礎教育の確立は英語レベル向上のため
の必須条件です。英語能力と教育的達成度
間の相関関係には、普遍的な教育へのアク
セスの必要性が反映されていますが、学校
に出席するだけで英語能力の向上が保証さ
れるわけではありません。世界中のほぼす
べての学校で英語が教えられていますが、
成績の良い学校で英語教育に力を入れて
いない場合もあれば、逆に成績の劣る学校
でも英語教育が熱心に行われている場合

があります。成人の識字レベルと英語能力
の間に相関関係はなく、学校教育は、日常
生活での英語との接触、英語スキルに対す
る社会的価値、社会における英語の歴史的
および現在の役割など、成人の英語能力レ
ベルを決定付ける数々の要因の一つに過
ぎません。

英語と若者 

ほぼすべての国で、40 歳を超える成人より
も、若い世代の人々の英語能力が高くなっ
ています。今日では、英語指導が早くから開
始され、数十年前に比べて広く普及し、指導
内容もより充実しています。しかしながら、高
齢人口が多い国では、若年人口が多い国よ
りも通常、英語能力が高く、人口の 65 歳以
上が占める割合と国の英語能力には、強い
相関関係が見られます (グラフ O)。この明ら
かなパラドックスは、世界で最も年齢の高い
国々を詳しく見てみることで説明することが

できます。世界で最も年齢の若い国々はアフ
リカや中東地域にあり、英語能力が非常に
低くなっています。その一方で、ヨーロッパ
の国々は人口年齢が高く、英語能力も最も高
くなっています。

英語と女性 

男女の役割についてより革新的な意識を持
つ社会では、人々の英語能力が高く、英語能
力と非農業種の賃金雇用における女性の割
合の間に、強い相関関係が見られます (グラ
フ P)。EF EPI 全版において、地域、裕福さ、
全体の英語能力レベルに関係なく、世界的
にほぼすべての国で、女性の英語能力が男
性よりも高いことが報告されてきました。女
性は 21 世紀のあらゆる専門分野で必要不
可欠な労働力となっており、家庭以外での女
性雇用が少ない国々では、女性が教育を受
け、専門職に就く機会を確保することで、英
語能力の最大の向上が見込めます。

高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル
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英語と女性労働力
非農業種の賃金雇用における女性の割合 (非農業種雇用総数に対する割合)

EF EPI スコア
引用元: 世界銀行 (2013年)
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アゼルバイジャン
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23 ギリシャ 57.14

24 リトアニア 57.08

28 スペイン 56.06

32 フランス 54.39

33 イタリア 54.19

38 ロシア 52.19

47 ウクライナ 50.91

62 トルコ 47.79

64 アゼルバイジャン 46.97

12 ベルギー 61.58

14 スイス 60.95

16 セルビア 59.37

17 ルーマニア 59.13

18 ポルトガル 58.76

19 ハンガリー 58.61

20 チェコ共和国 57.87

21 スロバキア 57.63

22 ブルガリア 57.34

01 オランダ 71.45

02 スウェーデン 70.40

03 デンマーク 69.93

04 ノルウェー 67.77

06 フィンランド 65.83

07 ルクセンブルグ 64.57

09 ドイツ 62.35

10 オーストリア 62.18

11 ポーランド 62.07
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アゼルバイジャン

このレポートに含まれている 5 つの地域
の中で、ヨーロッパは高等教育での交換留
学や国境を越えた専門家の移動が最も盛
んに行われており、最も経済統合が完成さ
れた地域でもあります。　

しかしながら、同時に、ヨーロッパでは共
同プロジェクトについて疑問を持つ人々も
増えてきています。過去数十年にわたる取
り組みの取り消しを公約に掲げる、国家主
義の政治家にも票が集まっています。英語
発祥の地、英国では最近の国民投票により
ヨーロッパ連合からの脱退が可決されま
した。世界の舞台における英語の役割が
変わることはありませんが、ヨーロッパで
英語教育への逆風が起きるかどうかは、今
後も見守っていく必要があります。

地域別トレンド 

英語を公用語としない国々の中では、北欧
諸国が最も高い英語能力を有しています。
非常に高い英語能力レベルに含まれてい
るヨーロッパの国々にはいくつかの共通し
た特徴があります。まず、英語を必須外国
語として小学校からすべての生徒に指導し
ています。次に、英語の授業では、全レベ
ルにおいて文法の正確さよりもコミュニケ
ーションに焦点を当てたアプローチを採用
しており、多くの大学課程や学位取得プロ
グラムで英語が教授言語として使用され
ています。最後に、これらの国々の国民は
旅行の機会や、職場やテレビで日常的に
英語に接触する機会に恵まれており、英語

のテレビ番組が吹き替えされることはほと
んどありません。　

高い英語能力の国々は、非常に高い英語能
力の近隣国が秀でた英語能力を可能にし
ている特徴を多く共有していますが、すべ
ての特徴が共有できている訳ではありませ
ん。たとえば、ドイツでは、学校での英語コ
ミュニケーション教育は行き届いています
が、スカンジナビア諸国の特徴である、日常
的に英語に触れる機会が不足しています。
スイスとベルギーでは、学校が幅広い高等
教育を英語で提供していますが、英語は他
の公用語と共同、または競合するのか、そ
の役割は議論の的となっています。そして、
ポルトガルでは英語のテレビ番組が吹き替
えなしで放送されていますが、英語で提供
されている高等教育プログラムはほとんど
ありません。

今後の課題 

平均的に見て、ヨーロッパの英語能力は他
の地域よりも高くなっていますが、向上はし
ていません。ヨーロッパ最大の経済国の中
にも、成人の英語能力が低下が顕著なため
職場でのコミュニケーションが効率的に行
えていない国もあります。特にイタリア、ス
ペイン、フランスは、すべての大学の学位課
程における各分野に特化した英語指導を含
め、より実践的な英語コミュニケーションス
キルを公立学校で指導し、成人が各職業に
適した英語スキルを構築するための支援を
行うことにより、恩恵が受けられるでしょう。

これらの国々では、英語と接触する機会の
少なさが最大の障害となっており、英語との
接触を増やすための実際的な取り組みによ
り、成人の自信の程度を引き上げることにつ
ながるでしょう。

ヨーロッパ縁辺の国々は英語能力がかなり
低く、統合や交流の妨げとなっています。た
とえば、ウクライナ、トルコ、ロシアの国民は
ギリシャ、ブルガリア、リトアニア、ルーマニ
アの国民と比べ、英語能力がかなり劣って
います。グローバル化を拒絶し、母国語を称
賛する国家主義の政治家が台頭してきたこ
とによって、学校や大学での英語教育が妨
げられる可能性もあります。これらの国々が
英語能力を蔑ろにし続ける限り、英語能力
の高いヨーロッパのライバル国との競争に
おいて、不利な状況に置かれたままとなる
でしょう。

取り組み 

ヨーロッパにおける英語能力向上の取り組
みの多くには、公立教育システムのカリキュ
ラム改革と評価が含まれます。ボローニャ・
プロセスと人気の高いエラスムスの学生交
流プログラムは大学レベルでの学生の学生
間の交流を向上させました。現在ヨーロッパ
には、成人の英語能力向上を目的とした国
家の取り組みはありませんが、企業の語学
研修プログラムが普及しており、個人が再訓
練コースの支払いに利用できるたくさんの
公的制度もあります。

ヨーロッパは世界で最も英語能力が高い地域です。世界主義と国際協力は現代ヨーロ

ッパの特徴であり、今日のグローバル化した世界における連携には英語能力が要求さ

れるため、これは自然な傾向でしょう。

連携がヨーロッパの英語力を向上

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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ヨーロッパにおける 
英語学習の取り組み

ハンガリー

スペイン

ドイツ
高い英語能力 

EF EPI スコア: 58.61 

80 か国中 19 位

ロシア

2012 年から 2015 年にかけて、Balassi Institute の「キ
ャンパス・ハンガリー」プログラムは、学生および教員の
交換交流を通してハンガリーの高等教育の国際化を目
指しました。世界中のすべての国を対象に、留学を希望
するハンガリーの学生に対して奨学金が提供されまし
た。2 万件以上の奨学金が授与され、多くの学生が英語
圏への留学を実現しました。このプログラムではまた、
海外留学生がハンガリー国内の外国語大学プログラム
を検索できるウェブポータルも提供されました。このウ
ェブポータルよって、プログラムの可視性が向上し、一
元的な海外留学生募集プラットフォームの利用が可能
になりました。

低い英語能力 

EF EPI スコア: 52.19 

80 か国中 38 位

高い英語能力 

EF EPI スコア: 62.35 

80 か国中 9 位

キャンパス・ハンガリー

「5/100」プログラムは、2020 年までにロシアの大学 5 

校を世界の上位 100 位にランクインさせることを目的
としていますが、道のりはまだ遠そうです。2017 年の 

Times Higher Education 世界大学ランキングで一番
順位の高かったロシアの大学は 188 位でした。Times 

のランキングは主に研究、引用、大学の「国際観」を基に
計算されており、そのすべてにおいて英語能力は必要
不可欠です。大学のランキングを上げて 5/100 のゴー
ルを達成するために、ロシアの指定大学では英語で行
う授業の数を増やし、必修の英語の教師資格プログラ
ムが導入されます。

2004 年に創立されたこの非営利組織は、国家の初等教
育および中等教育における数学、読解、作文、外国語の
標準を設定することを任されています。学校教育を通し
て最低 5 年間の外国語学習が義務づけられており、英
語が最も一般的に選択されています。この組織は 2006 

年からドイツ全土の生徒にテストを実施しています。競
争的な雰囲気をつくりださないように、学校のテスト結
果は非公開にされていますが、OECD の第三者評価に
よると、教育成果が全体的に向上しており、ドイツ教育
制度全体におけるレベル差が狭まっていることが示唆
されています。

教育省が資金援助を行うこのプロジェクトは、20 年前
に開始され、幼年期から英語の授業を始め、全校規模
の取り組みを導入することで二言語の常用を促進する
ことを目的としています。マドリードでは、350 校を超え
る公立小学校と 180 校の私立小学校で英語とスペイン
語の両方で授業が行われています。スペインの他の地
域でも同様のバイリンガル教育モデルが採用されてい
ます。これらのバイリンガル学校の教師は C1 レベルの
英語能力が必須条件とされており、必要に応じて追加ト
レーニングも受けられます。しかしながら、去年実施さ
れたある大学の研究調査において、英語で科学の授業
を受けていたマドリードの学生の小学校終了時におけ
る科学知識レベルが、他の学生と比較して低いことが分
かり、このバイリンガル教育プロジェクトの有効性が疑
問視される結果がでています。

標準的な英語能力 

EF EPI スコア: 56.06 

80 か国中 28 位

教育の質開発研究所

5/100 バイリンガル教育プロジェクト
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世代間の差

EF EPI トレンド

ヨーロッパ
世界

ヨーロッパ
世界

下降トレンド 上昇トレンド
少し下降 少し上昇

男女の差

ヨーロッパの男女の平均スコアは共に世
界平均を大幅に上回っています。依然とし
てヨーロッパ人女性が男性よりも高いま
まですが、その差は狭まってきています。
今年のスコアでは、ヨーロッパ人女性のス
コアが下がり、ヨーロッパ人男性のスコア
はわずかに上がっています。

ヨーロッパでは、若年世代の成人は引き続
き世界の英語能力平均を上回っています
が、高齢層の成人は世界の平均、またはわ
ずかに平均を下回っています。しかしなが
ら、ほぼすべての年代グループで昨年よりも
下降しており、21～25 歳の若年成人グルー
プでは 2 ポイント近くも下降しています。　

今年は、ほとんどの国がわずかな上昇また
は下降傾向に留まったため、ヨーロッパ地
域としての大きな変化は見られませんでし
た。ルクセンブルクとルーマニアが最も進
展し、チェコ共和国はすべての国の中で最
大の下げ幅を示しました。スロバキアはわ
ずかな改善により、標準的な英語能力から
高い英語能力へとレベルを上げました。

EF EPI スコア

18-20 26-3021-25 31-40 41+ 年齢グループ
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49.87
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51.04

昨年からの EF EPI スコア変化

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル

カザフスタン

シンガポール

インドネシア

マレーシア

ベトナム

バングラデシュ

カンボジア

タイ

インド

スリランカ

パキスタン

中国

モンゴル

韓国

台湾

香港

日本

ラオス

フィリピン

マカオ

EF EPI ランキング

アジア

53 タイ 49.78

61 スリランカ 47.84

67 カザフスタン 45.95

71 モンゴル 44.21

77 カンボジア 40.86

80 ラオス 37.56

36 中国 52.45

37 日本 52.34

39 インドネシア 52.15

40 台湾 52.04

42 マカオ 51.87

46 バングラデシュ 50.96

52 パキスタン 49.88

05 シンガポール 66.03

13 マレーシア 61.07

15 フィリピン 60.59

27 インド 56.12

29 香港 55.81

30 韓国 55.32

34 ベトナム 53.43
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アジアの成人の英語能力平均は、ヨーロッパに続く世界第 2 位となっています。しかし

ながら、データを詳しく見てみると、アジアは他のどの地域よりも英語能力の格差が大

きいことがわかります。　

アジアにおける英語: 大陸の多様性を反映

シンガポール、フィリピン、マレーシアは、
今年の指標で上位四分の一にランクインし
ましたが、カンボジアとラオスは、最も低い 

10% 内にランクされています。結果として、
このレポートの分析結果は、アジア全域に適
用できるものも一部あるかもしれませんが、
トレンドや提案の大部分は、多様性に富み、
人口の多いこの地域においては、一定グル
ープにのみ関連します。

地域別トレンド 

アジアでは経済統合が進んでいるものの、
国家間での人の流動は依然として停滞した
ままです。アジアの人口は世界人口の約半
数を占めながら、移民の割合はわずか 17% 

です。移民希望者の多くは、ホスト国での合
法的な居住に必要なビザを取得することが
できません。しかし、インド、インドネシア、パ
キスタンで人口に対する雇用が不足してい
る一方で、日本や韓国では、高齢化が進むに
つれて移民の必要性が高まっています。アジ
ア全域での英語能力の向上に加え、切望さ
れる移民改革によって移住を促進すること
が、アジア最大の経済諸国の健全性を保つ
ために必要となるでしょう。

英語を公用語とする国々と歴史的に結びつ
きのある国がその他のアジア諸国よりも高
い英語能力を示す場合が多いですが、例外
もあります。アジアで旧英国植民地だった国
の中では、シンガポールの順位がアジア全
体で最も高く、パキスタンとバングラデシュ
が共に低い英語能力レベルに入り、インドと
香港は中間に位置しています。これらのすべ
ての国々で、教育制度および社会全体にお
いて英語は特権的地位を持っています。

今後の課題 

韓国、シンガポール、日本、香港の教育制度
は、OECD の国際学習到達度調査 (PISA) で
の学生のスコアが高いため、模範として度々
取り上げられています。これらの国々では、
学生一人ひとりに高い基準を求めることが
一般的で、富裕層と貧困層の学生の能力差
は比較的小さくなってます。しかしながら、こ
れらの 4 か国の中で高いレベルで英語を指
導しているのはシンガポールだけです。　

英語学習は数学や科学に比べて暗記の必要
性は低く、正確さも重要視されません。韓国、
日本、香港における英語教育は、実践的なコ
ミュニケーションよりも文法ルールに重きを
置いたことで伸び悩んでいます。真の英語能
力の向上を実現させたければ、会話練習を
増やし、文法や語彙よりもコミュニケーショ
ンスキルを優先させた効果的な教育制度に
方向転換しなければなりません。　

今年の EF EPI では、中国は昨年よりわずか
な上昇を示しただけで、低い英語能力レベ
ルに留まりました。中国ではこれまで以上に
英会話能力のある人材を求めているにもか
かわらず、顕著な改善が見られていません。
ここ数年、中国国内の製造業における求人
は減少し、2013 年以降はサービス業が中国
の GDP において生産業よりも高い割合を
占めています。労働力の大部分をサービス
業主導の経済に向けて移行させるには、よ
り高い英語スキルが求められます。これは簡
単に達成できることではありませんが、明る
い兆しも出ています。中国はコミュニケーシ
ョン主体の言語教育を徐々に取り入れてき
ています。さらに、中国人成人は、年々英語の

トレーニングにより多額の投資を行ってお
り、2016 年には 1 億人を超える中国人が海
外旅行ビザを取得しています。

カンボジア、タイ、モンゴル、ラオスのように
成果の低い教育制度は多くの分野で致命的
な欠陥を抱えています。これらの国々におけ
る教育改革ではまず、教育へのアクセスの
拡大と教師の能力の向上に焦点を置く必要
があります。

取り組み 

アジア全域の国々が英語能力の強化に意欲
を見せており、無数のプロジェクトが立案さ
れてきました。教師を一斉に再訓練する取り
組みから、英語のネイティブスピーカーとの
接触を増やすための小規模なプロジェクト
まで幅広いプロジェクトが立案されていま
す。しかしながら、アジア地域の保護者は未
だ公立学校の英語指導に満足しておらず、
経済的に余裕がある家庭は有料の英語塾に
子供を通わせています。シンガポールと香
港では、ユーモアを使って成人に英語能力
の向上を促すユニークな国民の意識向上キ
ャンペーンが国の出資で何年も継続して実
施されています。

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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アジアにおける英語
学習の取り組み

香港 日本
低い英語能力 

EF EPI スコア: 52.34 

80 か国中 37 位

スーパーグローバル大学創成支援事業は、日本国内の
高等教育の国際競争力の向上を目的とした、日本政府
の資金援助によるプロジェクトです。このプロジェクト
は 30 校以上の大学に公的資金を直接投入し、大学の
プログラムの国際化を支援しています。資金の一部は
英語コースの増設や外国人教授の雇用に充てられてい
ます。このプログラムは世界大学ランキングの上位にラ
ンクインする日本の大学の数を増やすことを目指して
います。2016 年の時点では、Times Higher Education 

(THE) の世界大学ランキングで 100 位以内にランクイ
ンしたのは、東京大学 (39 位) と京都大学 (91 位) だけ
でした。

香港政府は 2000 年に、職場における英語の重要性の
認識を高めることを目的とした「職場英語キャンペー
ン (WEC: Workplace English Campaign)」を開始しま
した。このキャンペーンは、幅広い英語の標準化テスト
を通して、さまざまな職種に就く従業員の英語の書き取
りおよび会話の基準を設定する、香港職場英語ベンチ
マーク (HKWEB) を推進しています。WECは毎年、オン
ライン、ラジオ、テレビで意識向上キャンペーンを実施
し、成人の英会話能力の向上を目的とした、無料で視聴
できるいくつかのテレビ番組やラジオ番組を制作して
います。　

標準的な英語能力 

EF EPI スコア: 55.81 

80 か国中 29 位

スーパーグローバル大学創成支援事業職場英語キャンペーン

マレーシア
高い英語能力 

EF EPI スコア: 61.07 

80 か国中 13 位

英語教師の職業能力向上プログラム (Pro-ELT: 

Professional Up-skilling of English Language 

Teachers) は、マレーシアの教育省が資金援助を行い、
マレーシアの初等・中等学校の教師の英語および指導ス
キルの育成を目指しています。2012 年から、このプロジ
ェクトはマレーシアの全 14 州で 15,000 人以上の教師
に対するトレーニングを実施してきました。トレーニング
そのものは、1 年を通して毎週 6 時間のセッションを受
けるか、または 4 週間の集中トレーニング 1 回で受ける
ことができます。

英語教師の職業能力向上プログラム

シンガポール
非常に高い英語能力 

EF EPI スコア: 66.03 

80 か国中 05 位

2000 年にシンガポールのゴー・チョクトン首相は、
「Speak Good English Movement (正しい英語を話
す運動)」を立ち上げました。このキャンペーンは、シン
ガポール国民に現地で話されているシングリッシュで
はなく、標準英語を使って会話や読み書きすることを
奨励しています。「Speak Good English Movement」
では、年間を通してワークショップ、セミナー、コンテス
ト、プログラムを実施しています。現地の擁護団体は、
このキャンペーンがシンガポールの文化や伝統の特
色を示すシングリッシュを悪者扱いしていると批判し
ています。　

正しい英語を話す運動

24 www.ef.com/epi



EF EPI スコア
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世代間の差

EF EPI トレンド

アジア　
世界

アジア　
世界

男女の差

アジアの男性と女性のスコアは、EF EPI の
過去数年間の結果と同様、世界平均をわず
かに上回っています。今年は、アジア人男性
のスコアがわずかに上がり、アジア人女性の
スコアは下がっています。　

注目すべきは、アジアにおいて英語能力に
世代間の差がほとんどないことです。アジ
ア以外のすべての地域では、卒業後間もな
い若年層の英語能力が高齢成人よりも高く
なっていますが、アジアでは 40 歳までの
年代グループで英語能力が同等となってい
ます。この結果により、過去一年におけるア
ジアの英語能力平均スコアが向上していな
いことも合わせ、この地域の学校や大学の
英語指導法が改善されていないことが示唆
されます。

アジア地域では、数か国が今年の EF EPI 

スコアで大幅な伸びを見せました。特にタ
イが素晴らしい上昇を見せています。タイ
は今年、非常に低い英語能力レベルを抜け
出しています。シンガポールでも引き続き
急速な改善が見られ、その一方でインドと
カザフスタンが最も下降しています。　
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+0.26
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昨年からの EF EPI スコア変化
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高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル

エクアドル

アルゼンチン

ウルグアイ

ドミニカ共和国

ペルー

ブラジル

コロンビア

ベネズエラコスタリカ

キューバ

パナマ

メキシコ

グアテマラ

エルサルバドル

チリ

中南米

25 アルゼンチン 56.51

26 ドミニカ共和国 56.31

35 コスタリカ 53.13

41 ブラジル 51.92

43 ウルグアイ 51.73

44 メキシコ 51.57

45 チリ 51.50

48 キューバ 50.83

49 パナマ 50.68

50  ペルー 50.50

51 コロンビア 49.97

54 グアテマラ 49.52

55 エクアドル 49.42

68 ベネズエラ 45.71

69 エルサルバドル 45.70

EF EPI ランキング
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中南米全域で誰もが初等教育を受けられる
環境が整ってから 20 年以上が経過し、過去 

10 年間で、小学校を留年または中退する学
生は減少しました。成人の識字率は、この地
域のほぼすべての国で 90% を超えていま
す。教育への公共支出が上昇し、 GDP の割
合では現在ヨーロッパと肩を並べています。
このような数々の成功や、米国やカナダとの
広範な経済的、社会的関係にもかかわらず、
中南米の英語能力レベルは依然として世界
平均をわずかに下回ったままです。

地域別トレンド 

農村地域の中には、依然として教育へのア
クセスが問題となっている場所もあります
が、中南米の主要課題は教育成果の低さで
す。UNESCO の試験結果では、中南米の小
学校 3 年生の 50% が数学の基礎レベルに
到達しておらず、30% が基本的な読み書き
能力を習得していないことが示されていま
す。PISA の最新の結果では、中高生にも同
様の傾向が見られます。このような教育成果
の欠如には、英語およびその他の教科の指
導に影響を与える教育制度内の広範な問題
が反映されています。

地域全体において、教師の給与は低く、初期
トレーニングやサポートが不足しており、職
能開発機会にも恵まれていません。ブラジ
ルでは、他の教科を担当している教師が、必

要なトレーニングを受けていないにもかか
わらず、空いている時間に英語の授業を割
り当てられることがよくあります。生徒数が
定員を超える学校では、シフト制で授業を
行っているため、時間が短縮され、英語の習
得に必要な復習や練習を行う時間がほとん
ど残りません。

今後の課題 

生徒の英語能力を向上させるために、中南
米の国々はまず、教師の英語能力を向上さ
せる必要があります。教師の英語能力をテス
トして、期待される英語能力レベルに達して
いない教師を再訓練することが必要です。
資格を満たす英語教師を数多く雇い、英語
教師の教員養成トレーニングを改善し、英
語カリキュラムを標準化することも、非常に
有益であると考えられます。

能力に応じた昇進、職能開発の定期的な機
会、報酬がより効果的な教育制度を構築す
る助けとなるでしょう。また、より厳密な生徒
評価も教育者が強化課題を特定し、効果的
な改革を実施するのに役立ちます。　

米国やカナダからの英語教師ボランティア
を誘致している国々もありますが、このよう
なプログラムは一時しのぎの対策で、拡張
性や持続性がありません。より生産的な代
替案として、いくつかの国で既に検討されて

中南米では、各国間の英語能力の差がますます小さくなっており、最も能力の高いアル

ゼンチンと最も低いエルサルバドルとの差はわずか10ポイントです。

投資の甲斐なく、中南米の英語能力は未だ低迷

いる、教師と学生を北米に派遣して英語の
向上を図り、優れた英語指導法を学ぶとい
う方法があります。これらの交換留学プログ
ラムは、自国で効果的な英語教師トレーニ
ング制度を構築するよりも、はるかに高額で
すが、簡単に導入することができ、選抜され
た参加教師の意欲も飛躍的に高まります。

取り組み 

中南米では英語能力向上のためのプログラ
ムにおいて資金は、主に教師のトレーニン
グまたは学生の北米への交換留学に充てら
れています。この地域では英語が堪能な教
師が不足しているので、トレーニングに重き
を置いた取り組みは得策です。この他、テク
ノロジーを使い、他国にいる教師が質の高
い授業を提供するプログラムなど、さらなる
革新的な取り組みも進行中です。この取り組
みは、高額の費用がかかる外国人教師交換
プログラムに取って代わる、拡張性の高い
代替策を提供するため、大きな可能性を秘
めています。

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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中南米における 
英語学習の取り組み

メキシコ パナマ
低い英語能力 

EF EPI スコア: 50.68 

80 か国中 49 位

「Panama Bilingual Program (パナマ・バイリンガ
ル・プログラム)」は 2014 年に開始され、現地および国
外からの教師のトレーニングを通して英語能力を向上
させることを目指しています。このプログラムでは、高
校生を対象とした放課後の年間 300 時間の英語クラ
ス、および幼稚園入園前から小学校3年生までを対象と
した毎週 5～10 時間の英語クラスが義務付けられて
います。2016 年までに、このプログラムは 6,200 人の
教師、1 万 3,800 人の高校生、26 万人の幼稚園入園前
児童および小学生に影響を与えました。このプログラ
ムの対象数は 2019 年までに、教師 2 万人、高校生 4 

万 5 千人、幼稚園入園前児童および小学生 43 万 3 千
人に到達する予定です。

「Project 100,000」 は 2013 年に創設された公的奨
学基金で、2018 年までに 10 万人のメキシコ人学生
を米国で短期集中英語コースに参加させる計画です。
それと引き換えに、米国は 5 万人の アメリカ人学生
をメキシコに留学させることを約束しています。この
プロジェクトによって交換留学が促進されています
が、最近の米国の政治的圧力のために、メキシコ国内
には「Project 100,000」の奨学生をカナダへ派遣し始
めた大学もあります。

低い英語能力 

EF EPI スコア: 51.57 

80 か国中 44 位

パナマ・バイリンガル・プログラムプロジェクト 100,000

ウルグアイ
低い英語能力 

EF EPI スコア: 51.73 

80 か国中 43 位

ウルグアイでは 2012 年より、20 の学校で 4～6 年生
の学生にアルゼンチン、英国、フィリピン、その他の
国々の教師による遠隔英語レッスンを実施していま
す。2016 年までに、約 87,000 人の小学生が英語の
遠隔レッスンを受けました。2015 年の内部評価では、
「Ceibal in English」の遠隔レッスンを受けた 6 年生
の 66% が語彙、文法、読解で A2 レベルに達し、40% 

がリスニング能力で A2 レベルに達しています。これら
の結果は、プログラムに参加していない同学年の学生
と比較して有意に高い割合でした。

PLAN CEIBAL 英語プロジェクト

ブラジル
低い英語能力 

EF EPI スコア: 51.92 

80 か国中 41 位

ブラジル教育省は、2014 年に大学生の留学準備のた
めの「English Without Borders (国境なき英語)」を
立ち上げしまし た。この取り組みにはイタリア語、英
語、スペイン語、中国語 (北京語)、ドイツ語、日本語、フ
ランス語の 7 か国語が含まれており、対面式コース、
自習型オンラインコースを通した言語トレーニングに
加え、レベル分けテストや能力テストが提供されてい
ます。関連プログラムの Science Without Borders (

国境なき科学) では、2011 年から 2015 年にかけて 

10 万人の学生が資金援助を受けて国外で理学修士・
博士号を取得しています。　

国境なき英語

28 www.ef.com/epi



中南米
世界

中南米
世界

EF EPI スコア

中南米 世界
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53.81 52.98

世代間の差

EF EPI トレンド

男女の差

中南米の男性と女性のスコアは共に世界
平均を下回っています。他のほぼすべての
地域とは対照的に、中南米における男女間
の有意な統計差はなく、男性と女性の英語
能力はほぼ互角です。

中南米地域のほぼすべての年代グループに
おいて、今年は英語能力の有意な変化はな
く、全グループが世界平均を下回ったままで
した。中南米の若年層は、世界の同年代層と
比べて改善していますが、この程度の向上
では地域の今後のニーズに応えるには不十
分かもしれません。

中南米のほぼすべての国で英語能力のわ
ずかな上昇が見られ、グアテマラ、コロンビ
ア、パナマは、非常に低い英語能力レベルか
ら低い能力レベルに昇格しました。このよう
な改善は、この地域が遅いペースながら着
実に進歩していることを示す一例です。アル
ゼンチンは例外で、高いレベルから標準的
なレベルへ下降しています。
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昨年からの EF EPI スコア変化
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 モロッコ

  アルジェリア

   リビア

  エジプト

チュニジア

南アフリカ

アンゴラ

カメルーン

ナイジェリア

アフリカ

08 南アフリカ 63.37

31 ナイジェリア 54.74

56 チュニジア 49.01

60 モロッコ 47.91

66 エジプト 46.51

73 アンゴラ 43.49

75 カメルーン 42.45

76 アルジェリア 42.11

78 リビア 38.61

EF EPI ランキング

高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル
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アフリカの人口は他のどの大陸よりも若者
の年齢層が多く、人口の 50% 近くが 15 歳
未満です。多くの国で成人の識字レベルが
低く、農村部や都市の貧困層の学生に対す
る教育提供という困難に長い間直面して
います。アフリカの一部の地域には、学校
に一度も通ったことのない子どもたちが大
勢います。このような状況の国々では、当然
のことながら英語教育は重要視されてい
ません。

地域別トレンド 

過去 20 年間にわたり、アフリカでは教育を
平等に受ける機会が大幅に改善されたに
もかかわらず、大陸の多くの地域において
就学前および中等教育へのアクセスは未だ
乏しいままです。インフラが十分に整った
場所でさえも、仕事の少なさや教育と雇用
の間に明確な結びつきがないため、学生が
中等教育を修了する動機が欠如している場
合が多いです。アルジェリアとチュニジアで
は、30% を超える男子が中学校を卒業する
前に中退しています。この 2 か国では、女子
の方がはるかに高い確率で中学校を卒業し
ています。実際、アフリカにおける英語能力
の男女差は他のどの地域よりも顕著で、女
性が男性を大きく上回っています。

多くの国々で、授業に参加する学生の数は
これまでになく増えていますが、教育指導
の質は依然低いままです。実際に、Africa-

America Institute の 2015 年のレポートで
は、アフリカの小学校に通う生徒の中には、
基本的な読み書きや算数の能力が学校にま
ったく通っていない児童とほとんど変わらな
い生徒がいることが報告されています。カメ
ルーンなど、サハラ以南のアフリカの国々で

は、教師の欠勤が長く問題となっています。
教師が出勤していたとしても、無免許の教師
が多く、学校間で無計画に配属されていま
す。2012 年のアフリカ大陸の小学校におけ
る、学生対教師の平均比率は 42:1 でした。
年齢の異なる 70 名以上の学生が一つのク
ラスにいることも珍しくありません。民間機
関、NGO、社会起業家が子どもの教育へます
ます介入しており、いくつかの国では、公立
学校に対してチャーター・スクール (特別認
可校) の有用性を試すためのパイロットプ
ロジェクトが実行されています。　

調査されたアフリカの国々のうち、3 か国で
は英語が公用語となっています。ナイジェリ
アでは、英語が唯一の公用語であり、無料
ですが必修ではない公的教育制度では、指
導言語に英語が採用されています。それに
もかかわらず、ナイジェリアの英語能力が
標準的でしかないのは驚くべきことです。こ
れは、数百種類の言語が存在するナイジェ
リアの言語の多様性を反映しています。ま
た、UN Monitoring Learner Assessment 

(MLA) のスコアが 28.6 (世界でも最も低い 

MLA スコア) であり、教育システムの欠陥も
反映しています。これは学生にテストを行っ
た際、教育カリキュラムの 28.6% しか理解
していなかったことを意味します。比較する
と、OECD (経済協力開発機構) の生徒の平
均は 80% です。北アフリカでは、全国平均
が約 65% となっています。

今後の課題 

アフリカでは、人口の 4 分の 3 の人々がイ
ンターネットを使用していません。そのた
め、英語学習リソースや英語の資料へのア
クセスは制限されています。インフラプロジ

ェクト、制度改革、携帯電話の普及によって
アフリカ全土におけるインターネットアクセ
スが拡大することで、人々が英語に触れる機
会が多くなります。

アフリカの若年層は雇用不安に直面してお
り、ヨーロッパや米国への頭脳流出が顕著
です。その結果、多くの国々で特定の高い技
能を持つ専門的な労働者が不足しており、
その他の分野では大卒者の失業率が高く
なっています。この地域の企業では、能力不
足の労働力が企業成長の主な障害となっ
ているため、アフリカの政策立案者は大学
と民間セクター間の協調を強化し、大卒者
の英語、起業家精神、および職業能力を訓
練するためのプログラムを提供する必要が
あります。

取り組み 

アフリカの国々はさまざまなアプローチ方
法で英語能力の向上に取り組んでいます。
英語が公用語ではない国々では、政策立案
者は教師の再訓練と外国語としての英語の
認知度を高めることを優先する傾向があり
ます。英語以外の言語の国の植民地であっ
た国々では、政策立案者による国際語として
の英語の重要性やの認識が遅れている傾向
があり、カリキュラムの改正も同様に遅れて
います。対照的に、英語を公用語とする国々
では、異なる民族グループおよび言語グル
ープ間の懸け橋として、英語の非常に重要
な役割が認識されています。

アフリカの成人は平均的に低い英語能力となっていますが、南アフリカの成人は例外で、
調査に参加した他のアフリカの国々よりも英語能力レベルがはるかに上回っています。
　

著しい相違に特徴づけられるアフリカ地域の英語

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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アフリカにおける 
英語学習の取り組み

アンゴラ

2015 年と 2016 年に、アンゴラ英語教員組合 

(ANELTA) は、在アンゴラ米大使館およびアンゴラ教
育省の協力を受けて、授業計画、授業管理、語彙構築
など英語指導の問題点について 17 のワークショッ
プを全国で開催しました。このワークショップには約 

1,000 人の教師が参加しました。プロジェクトを通し
て、ANELTA は 15 の新たな地域へと拡大され、教師
の日常的なサポート要求に応える現地オフィスを開
設することができました。　

非常に低い英語能力 

EF EPI スコア: 43.49 

80 か国中 73 位

ANELTA 教員ワークショップ

モロッコ
非常に低い英語能力 

EF EPI スコア: 47.91 

80 か国中 60 位

2014～2015 年学年度より、モロッコでは 3 校の公立高
校に国際科が設けられています。国際科の学生は、他の
学生と同じフランス語で指導されるカリキュラムを受け
ながら、英語またはスペイン語による追加指導を受け、
さらにその第二言語を教授言語としたいくつかの教科
学習を行います。プロジェクトはまだパイロット段階で
すが、2017 年にはこの 3 年間のプログラムから初の卒
業生が誕生しました。

バカロレア国際科

南アフリカ ナイジェリア
非常に高い英語能力 

EF EPI スコア: 63.37 

80 か国中 08 位

標準的な英語能力 

EF EPI スコア: 54.74 

80 か国中 31 位

高等教育におけるさらなる言語平等を求める声に応
じて、ステレンボッシュとプレトリアは 2016 年に新
しい言語政策を採用しました。2017～2018 年学年
度から適用されるステレンボッシュ大学の新しい政
策では、アフリカーンス語に加えて英語とコサ語が大
学の公用語となり、教授言語や構内でのコミュニケ
ーション言語として使用されます。プレトリア大学の
新しい政策では、英語が主要な教授言語として使用
されます。どちらの場合も、大学をより包括的な環境
とするための変革であると役員会メンバーは述べて
います。　

SpellAfricaは 2013 年に始業された社会的企業で、
ナイジェリア国民向けの SMS ベースの英語語彙構
築ツールです。現在 SpellAfrica は、国内で最も急成
長を果たしたスタートアップ企業に成長し、事業を拡
大して主に携帯電話向けにその他の英語学習サー
ビスを提供しています。今年、SpellAfrica はスウェ
ーデンの NGO、Action10 とパートナーシップを結び、
「Back2School」というプログラム名の下、成人向け
に対面式英語および読み書き能力の再訓練を開始し
ました。

大学の言語政策 SPELLAFRICA
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EF EPI スコア
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世代間の差

EF EPI トレンド

男女の差

中退率の低さと同調して、アフリカ人女性は
男性よりも 3 ポイント以上スコアが高くなっ
ており、アフリカはどの地域よりも男女の差
が大きくなっています。アフリカ人女性のス
コアは世界平均をわずかに上回っており、ア
フリカ人男性は世界平均をわずかに下回っ
ています。

アフリカの各年代グループは、世界平均と
同等またはわずかに下回っています。この
地域の明るい未来を示唆する兆しとして、若
年層の 18～20 歳のスコアが世界平均を上
回っています。

昨年の EF EPI に掲載されているアフリカ
の国々では、英語能力にわずかな変化しか
見られませんでした。モロッコは上昇トレン
ドを逆行し、2 ポイント近くも下降して非常
に低い英語能力へとレベルを落としました。
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昨年からの EF EPI スコア変化

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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高い

非常に高い

低い

標準的

非常に低い

能力レベル

ヨルダン

サウジアラビア アラブ首長国連邦

シリア

オマーン

イラン

クウェート

イラク

カタール

中東

70 オマーン 44.48

72 サウジアラビア 43.98

74 クウェート 43.14

79 イラク 38.12

57 アラブ首長国連邦 48.88

58 シリア 48.49

59 カタール 48.19

63 ヨルダン 47.40

65 イラン 46.60

EF EPI ランキング
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昨年と比較すると、中東のほぼすべての国
の英語能力がわずかに向上しており、その
中でもサウジアラビアが最も上昇していま
す。それでもなお、中東地域の平均的な英語
能力は、学術または職業上で使用するには
低すぎます。この状況は、本来ならば国際交
流によって甚大な利益を得ることができる
であろう、ヨーロッパ、アフリカ、アジアの交
差点に位置する中東地域にとって非常に深
刻な問題です。

地域別トレンド 

中東の大多数の社会は著しく若く、地域全体
として人口の推定 38% が 18 歳未満です。
この地域では若者の失業率が高く、ほぼす
べての国で若年男性の失業率は 20～30% 

となっており、若年女性においてはさらにそ
の 2 倍の失業率となっています。また、高学
歴の若者ほど高い失業率に苦しんでおり、状
況をさらに複雑にしています。賃金が最も高
く、最も安定した公営企業への就職が人気
を集めてますが、増え続ける大学卒業生の
数に対し、公営企業の求人数はほんのわず
かです。より高い教育を受け、技術的な知識
を持った若者の失業が、中東地域の社会的
緊張のレベルを高めているのは想像に難く
ありません。

このような緊張を緩和する方法の一つは移
住です。中東全体からヨーロッパや北米へ
の頭脳流出が著しく、特に最も有能な専門
家が流出しています。自国での安定した雇
用を模索し始めた若い起業家たちもいます
が、インターネットインフラの質の低さ、高
い関税、変動的な通貨などの要因より、起業
文化の確立が妨げられています。

今後の課題 

中東では第二次世界大戦終了以降、激しい
紛争が数多く経験されてきました。このよう
な紛争によって、地域の一部に住む子どもた
ちに基礎教育を提供することが困難になっ
ています。最も基礎的な教育さえ保証されて
いない状態で、英語能力について討論する
ことは不毛です。　

中東地域の安定した国々において、学校制
度がすべての教師に対して質の高い英語の
初期トレーニングを実施し、近代化された指
導方法で小学校からすべての子どもたちに
外国語として英語を教えるようになれば、英
語能力は向上するでしょう。ペルシア湾岸諸
国における教育技術への大規模な投資のほ
とんどは、学術コンテンツや教師トレーニン
グの資金ニーズと一致していません。その
結果、学校は新しい技術を効果的に使用で
きずにいます。　

中東地域の一部では、外国人英語教師への
依存度が非常に高くなっています。これは国
内における有資格講師の不足に対する一時
的な解消にはなるかもしれませんが、長期
的には質の高い現地教師のトレーニング制
度の代わりにはなりません。大学レベルで
は、海外分校を設け、アラブ諸国および非ア
ラブ諸国の両方から講師と学生を国際的に
集めている国もあります。このような国際交
流の実施によって、学生の英語能力向上が
期待できますが、現地の英語教師育成の支
援プログラムに取り組むことでさらに大き
な変化をもたらすことができます。

取り組み 

中東では、政府が国際基準を満たしていな
い教育システムの特定の一部分を近代化ま
たは回避するために、英語教育の取り組み
を大規模なプログラムに組み込む傾向があ
ります。ペルシア湾岸諸国の経済的に豊か
な国々では、テクノロジーと海外留学奨学生
への投資に焦点が置かれることが多いです
が、このような高価なプログラムは、石油価
格の変動によって資金調達が脅かされる可
能性もあります。

中東は最も裕福な地域の隣に深刻な貧困地域が存在し、安定した体制と戦争地帯が隣

接するなど、地域の異種混交性にもかかわらず、地域全体での英語能力の低さは驚くほ

ど均一です。

中東では英語能力の低さが国際交流に悪影響

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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中東における 
英語学習の取り組み

クウェートサウジアラビア

クウェートの教育省の「英語教授法総合監修部」は、国家
カリキュラムの標準設定から指導教材の準備、評価まで、
国家の英語指導の方向性を調整する責任を持つ部門で
す。この部門が運営するウェブサイトでは学生と教師向け
に英語資料が提供されており、フィードバックを送信する
こともできます。教育省は 12 年間の英語学習を義務化し
ていますが、公立学校の生徒の英語能力は未だ低迷して
おり、2010 年の調査では教師の準備不足と専門性の欠如
が低迷の原因である可能性が示唆されています。

2005 年、故アブドラ国王はサウジアラビア市民の海
外留学を援助する奨学金プログラムを開始させまし
た。アブドラ国王奨学金プログラム (KASP) の一環
として、学生は学位課程を始める前に 4 か月間の英
語トレーニングを受講します。このプログラムでは、
授業料、渡航費、医療保険、および小遣いが支給され
ます。10 年間にわたり、KASP は海外の学士課程ま
たは修士・博士課程で学ぶサウジアラビア人学生の 

90% に対して資金援助を行ってきました。プログラム
開始から数十万人の学生を支援してきた KASP です
が、石油価格の低下によりサウジアラビア政府はプロ
グラムの規模を縮小せざるを得ず、サウジアラビア人
学生と英語を公用語とする国の大学の両方が資金不
足に悩まされています。

非常に低い英語能力 

EF EPI スコア: 43.14 

80 か国中 74 位

非常に低い英語能力 

EF EPI スコア: 43.98 

80 か国中 72 位

英語教授法総合監修部アブドラ国王奨学金プログラム

カタール
非常に低い英語能力 

EF EPI スコア: 48.19 

80 か国中 59 位

カタールをより世界に焦点をあてた国家に改新するこ
とを目的とした、「Qatar National Vision 2030」に対応
するため、運輸通信省は 2016 年に「Qatar National 

e-Learning Portal (カタールナショナル eラーニング
ポータル)」を開始しました。このポータルは仮想インタ
ラクションと自己練習レッスンによって、成人にさまざ
まな技能を教えています。カタールはこのポータルを
使用して、2019 年世界陸上大会と 2022 年 FIFA ワー
ルドカップに向けた案内担当者の英語訓練を実施し
ています。　

カタールナショナル Eラーニングポータル

アラブ首長国連邦
低い英語能力 

EF EPI スコア: 48.88 

80 か国中 57 位

2012 年、アラブ首長国連邦は、国内の教室を変革するた
めに新たなスマート学習イニシアティブ開始しました。こ
の取り組みは、すべての公立学校に「スマートクラス」を
導入し、英語やその他のオンライン教材へ容易にアクセス
できる 4G ネットワークアクセスのタブレットを学生全員
に配布します。この取り組みによって 2015 年までに、208 

校の 3 万 4 千人を超える学生にタブレットが配布され、
教師向けに 1,735 台のスマートスクリーンおよび 5,295 

台のノートブックパソコンが支給されました。それでもな
お、教育者の中から教師トレーニングの不足やオンライン
教育素材への投資不足が新しい技術の教育的価値を制
限しているという声も挙がっています。

ムハンマド・ビン・ラーシド スマート学習計画
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EF EPI スコア
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世代間の差

EF EPI トレンド

男女の差

中東では男女共に英語能力改善に遅れが見
られ、スコアが世界平均を 10 ポイント近く
下回っています。中南米と同様、男女間の統
計的な有意差はありません。

中東ではすべての年代グループが世界平均
を下回っています。若年層の成人が他のグ
ループを上回っていますが、人口増加の続く
中東地域で英語能力を効果的に向上させる
ためには、この傾向をさらに加速させていく
必要があります。

今年、サウジアラビアが大幅な向上を見せ
た一方で、中東の大部分の英語能力は非常
に低い英語能力レベルに留まっています。
それでも、アラブ首長国連邦を除くほぼす
べての国で今年はわずかな上昇が見られ
ました。
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昨年からの EF EPI スコア変化

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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結論

学生から専門家、退職者まで、さまざまな属
性の人々が英語学習に意欲を持っているた
め、標準化された単一の英語教育アプロー
チを選ぶことは困難です。アプローチを一
つ選択するのではなく、プログラムを多様な
ターゲットグループのニーズや弱点に適応
させる必要があります。あらゆる段階にいる
人々を柔軟にサポートできる政策が成功の
鍵となるでしょう。　

限られたリソースの中で、指導者は非営利
団体、高等教育機関、民間機関と協力し合
い、次のような包括的な計画を作成すること
が理想的です。(a) 各ターゲット層のニーズ
を明確に特定、(b) 現実的で計測可能な目
標を設定、(c) 目標を達成するためのプログ
ラムを支援。当社の知る限りでは、これまで
にこのような包括的なプランを策定した国
はなく、機会が失われていると考えます。

それでもなお、このレポートで紹介されてい
る 20 の取り組みでは、多様な人々の英語能
力不足に対処するための幅広い可能性が
示されています。

• 教授言語としての英語: 多くの私立学校
が、カリキュラム全体または一部で英語を
教授言語 (EMI) として使用しており、英語
を公用語としない国々の多くで、公的な教
育システムにおける EMI のより大規模な
使用が実験されています。例えば、スペイ
ンとパナマにはバイリンガルプログラム
があり、モロッコの高校では英語が強化さ
れた授業が実施されています。しかしなが
ら、英語での授業でも、母国語で学ぶ場合
と同等に学習内容を効果的に学べるよう
にすることが必要不可欠です。　

• カリキュラム改革と標準化された評価方
法: 各国では、競争の激しい国際求人市場
に向けて学生を準備しており、国際基準に
沿った外国語カリキュラムや評価が導入さ
れています。クウェートやドイツでは、カリ
キュラム基準や標準化された評価方法を
設定するための国家的機構が創設され、
多くの場合、国際基準に合わせた調整が
行われています。国際評価での学生の成果
が低い場合は辛い状況になり得ますが、問
題を浮き彫りにすることが解決への糸口
になります。

• 国際化する高等教育: 海外からより多くの
留学生や教員を集め、世界大学ランキン
グで高い順位を獲得するため、世界中の
大学は英語で指導する授業数を増やし、
英語で論文を発表できる教員を多く求め
ています。日本、南アフリカ、ロシアでは、
大学での英語使用を増やすための国家
プログラムが進行中で、その他の国々で
も多数の大学が独自に同様の調整を行っ
ています。

• 大学生を対象とした海外留学生奨学金: 

最も一般的に行われている英語トレーニ
ングへの投資は、大学生の海外留学のた
めの奨学金支援です。このようなプログラ
ムは教育改革よりも政治論争性が低く、よ
り簡単に導入することができ、学生に非常
に人気があります。サウジアラビア、ハン
ガリー、メキシコでは比較的に大規模な
奨学金プログラムが実施されており、ブラ
ジルは学生が海外で成功するための準備
を行う、言語予備クラスを実施しています。

• 成人のトレーニング: 社会人の英語能力
向上を直接の目的とした国家的な取り組
みを行っている国はほとんどないのが現

毎年、各国では国民の英語能力を向上させるために莫大な資金が費やされています。

外国語の習得には数十年とは言わないまでも何年もの歳月が必要で、すべての人に合

う万能なアプローチは存在しません。国家の英語レベルを向上するために適用可能な

アプローチの幅広さをご覧いただくため、今年のレポートでは 20 か国における英語学

習の取り組みを紹介しました。　
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状です。シンガポールと香港では、成人の
英語能力向上を奨励するキャンペーンが長
年実施されています。もちろん、企業や個人
による英語トレーニングへの投資は頻繁に
行われており、継続教育を経済的に補助す
る計画の中にも、多くの場合外国語学習の
選択肢が含まれています。しかしながら、こ
のような取り組みが国家レベルで組織化さ
れることは滅多にありません。 

• 技術支援型学習: ウルグアイは、全小学生
児童にノートブックパソコンを配布してお
り、アラブ首長国連邦は、すべての学生に 

4G 接続のタブレットを配布しています。こ
れらの端末は、英語を含む複数科目の個
別指導を行うのに役立つと考えられていま
す。しかしながら、教師が今後新しい技術
を効果的に活用できるようになるかは明確
ではありません。ウルグアイは英語を母国
語とする国の教師と小学校の教室をインタ
ーネットでつなぐ取り組みも行っており、ナ
イジェリアは SMS 技術を活用して英語教
育へ簡単にアクセスできる環境を作ってい
ます。成人の学習者向けには、英語の職業
訓練へ便利にアクセスできるカタールのオ
ンライン教育ポータルのようなツールが役

立てられています。技術支援型の英語指導
は、まだ多くの人々に認知されてはいませ
んが、真の可能性を秘めています。

• 現地の英語教師のトレーニング: 教師はあ
らゆる教育システムの中心であり、学校に
おける英語指導のレベルを上げるには、英
語教師の技能再教育と初期教員訓練の改
善が必要不可欠です。そのような取り組み
には、マレーシアの英語教師の職業能力向
上プログラムのように構造化された国家規
模のプログラムや、アンゴラの組合主導の
地元の集まりのような有望な新しい取り組
みが含まれます。英語教師は英語を上手に
話せるだけでは十分ではありません。教師
には継続的な専門的サポート、実践的な訓
練、適切な施設や教材に加え、重要な仕事
に従事していることに対して正当に評価さ
れることも必要です。

英語能力のある人材との未来に向けて、国家
や企業の舵を取るには、多大な努力と投資が
必要です。当社による世界における成人の英
語能力トレンドのデータと分析を共有するこ
とで、英語教育の将来についての議論に貢
献できることを願っています。
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この指標について

分析方法 

EF EPI 英語能力指数は版を重ねる度に、信
頼できるソースとしてジャーナリストや教育
者、選出議員、ビジネスリーダーなどに引用
される機会が増えてきました。EFは、現在も
世界中で続いている英語教育に関する議論
に貢献できることを嬉しく思っています。

この EF EPI 第 7 版は、2016 年に 3 種類の 

EF 英語標準テスト (EF SET) を受けた 100 

万人を超える試験受験者のテストデータを
基にしています。

EF 英語標準テスト 

EF EST は、オンラインで受けられる読解
力とリスニング力を測る適応型英語テス
トです。当テストは標準化され、客観的に
スコア付けされており、受験者の語学能
力を Common European Framework of 

Reference (CEFR) によって定義された 6 

つのレベルの一つに分類できるよう設計さ
れています。EF SET の研究および開発につ
いての詳細は、www.efset.org/research を
ご参照ください。

EF EPI は 3種類の EF SET の結果に基づ
いています。その内、2 種類の試験はインタ
ーネットユーザーであれば誰でも無料で受
けることができます。3 つ目の試験は、EF が
英語コースの入学手続き過程で使用してい
るオンライン実力試験です。EF SET の複数
のバージョン受けた 4 万 8,200 人の試験受
験者に対して分析を行い、均一で一貫した
分析方法を確立しました。

EF EPI 2017 の各国スコアには、TOEFL 

iBT 2016 の各国スコア (r = 0.82) および 

IELTS Academic Test 2015 の各国スコア 

(r = 0.71) と強い相関関係があることがわ

かりました。このような相関関係から、これ
らの試験にはデザインや受験者のプロファ
イルに違いがありながらも、国の英語能力
において同様のトレンドがあることが分か
ります。

試験受験者 

EF EPI 英語能力指数の試験受験者サンプ
ルは、回答者が言語学習の意欲がある人に
偏り気味ではありますが、男女の人数に差
はなく、 幅広い年齢の成人言語学習者が含
まれてい ます。

• 女性回答者はサンプル全体の 47.8% を
占めています。

• 成人受験者の年齢の中央値は 26 歳で
す。　

• 全回答者の 79% が 35 歳未満、99%が 60 

歳未満となっています。　

• 受験者の年齢の中央値に男女の差はあり
ません。　

回答者は英語学習に対する関心が動機 と
なって試験に参加しているため、サンプルは
主に労働年齢の成人によって形成されて い
ますが、学生やキャリアを始めたばかりの人
が多い傾向があります。

この指数には、受験者数が 400 人以上の
受験者の国だけのデータを使用しています
が、 受験者数が 400 人をはるかに超えてい
る場合がほとんどでした。合計で 80 の国と
領域が 含まれています。

サンプリングの偏り 

この指標で表されている受験者は任意で受
験した人々であり、その国全体のレベルを代
表するわけではありません。英語を勉強した

いと思っている人、あるいは自分の英語力を
知りたいと思っている人だけがこの試験を
受けているため、一般人口よりも高いまた
は低いスコア結果になっている可能性があ
ります。試験の結果によって証書が出された
り、プログラムに入学できるといった特典が
あるわけではないので、受験者が不正行為
や詰込み勉強によって点数を上げるという
ようなことはありません。

この試験は無料でオンライン受験ができる
ため、インターネット接続がある人なら誰で
も参加することができます。受験者の大多数
が労働年齢または学業を修了したばかりの
若年層の人たちです。インターネットにアク
セスできない人は含まれていません。インタ
ーネットの使用率が低い国の結果では、こ
のような受験者の除外による影響を大きく
受けていると考えられます。このようなサン
プリングのバイアスは、低所得や教育を受
けていない人々を含む一般人口の平均スコ
アよりも実際のスコアを高くする傾向があり
ます。それでもなお、インターネットを使っ
た自由参加型の試験方法は、世界の英語能
力レベルについて膨大な データを収集する
のに効果的であることが証明されています。

スコアの計算方法 

各国の EF EPI スコアを計算するため、各テ
ストスコアを標準化してテストの回答正解
率を算出しました。各国の全スコアは、各テ
ストに同じ重みを持たせるよう、 3 テスト間
で平均化され、地域および世界平均は、各
地域に含まれる各国の人口によって補正さ
れています。

それぞれの国はスコアに応じて能力別グル
ープに分けられています。能力別グループに

付録A
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分けることで、どの国が同等の英語能力を持
っているか認識でき、また近隣諸国との比較
も可能になります。能力レベルは、ヨーロッ
パ 言語共通参照枠 (CEFR) と EF のコース
レベルの基準で区切られています。　

• 非常に高い英語能力は、CEFR レベル の 

B2 に相当します。　

• 高い、標準的、および低い英語能力
は、CEFR レベル の B1 に相当し、各能力
グループがそれぞれ一つの EF コースレ
ベルに相当します。 

• 非常に低い英語能力は、CEFR レベル の 

A2 に相当します。　

各グループの英語学習者の技能についての
詳細は、42～43 ページをご参照ください。

その他のデータソース 

EF EPI はEUROMONITOR や GALLUP な
どの世論調査組織が行っている調査や 

OECD が行っている PISA や PIAAC などの
技量調査とは全く異なった作業手順で作成
されています。これらの調査では、年齢、性
別、教育レベル、収入などのさまざまな要因
を使って調査参加者を選択しています。この
ようなパネル調査は小規模になる傾向があ
り、多くても一国あたり数千人の参加者とな
りますが、複雑なサンプリング手法を使用し
て調査を行うことにより、その結果は人口全
体の傾向を表すと考えられています。

英語能力に関するもう一つの参照データ
は、 国家の教育制度によって作成されたも
のです。多くの国々がすべての高等学校で
標準化した全国的評価試験を使った英語ス
キルの評価を行っています。試験の結果は、
公開されているものも非公開のものもある

かもしれませんが、教育者と政府関係者は
教育改革の有効性の評価や、改善が必要な
分野を特定するために試験結果を利用して
います。残念なことに、このような全国的評
価は国家間で比較されるものではなく、さ
らに成人は実施対象となっていないため、
一国における高校生の英語能力の長年に
渡る変化を知るための良い指標であるにも
かかわらず、国家間で学生を比較することも
成人の英語能力レベルについて知ることも
できません。

EF EPI は、国家試験の結果や言語世論調
査 データ、その他いかなるデータとも競合
することや、否定することを目的としていま
せん。このようなデータセットはお互いを補
完し合うものであります。1 つの年齢グルー
プ、国、受験者プロファイルだけに焦点をあ
てた精細な情報も存在しています。EF EPI 

は共通の評価方法を用いて、世界中の労働
年齢の成人の英語能力を幅広く調査してい
ます。これだけの規模と照準を持ったデータ
は他には存在しないため、いくつかの制限
はあるものの、当社は多くの政策立案者、学
者、分析者とともに、英語教育について世界
的な議論をする際の価値ある参照基準にな
ると考えています。

関連 EF EPI レポート 

EF EPI のリサーチシリーズには次の 3 種
類 のレポートがあります: 成人の英語能力
を分析した主要なレポートであるこの EF 

EPI レポ ート、労働人材の英語能力を分析
した EF EPI for Companies (EF EPI-c)、世
界中の中学生、 高校生、および大学生の受
験者を対象とした EF EPI for Schools (EF 

EPI-s)。今年は、EF EPI 第 7 版に加え、EF 

EPI-s 第 2 版を公開しています。EF EPI-c 

第 3 版は 2016 年に公開されました。すべ
てのレポートは、www.ef.com/epi からダウ
ンロードすることができます。

EF EDUCATION FIRST (イー・エフ・エデュ
ケ ーション・ファースト) 

イー・エフ・エデュケーション・ファースト 

(www.ef.com) は、1965 年に「opening the 

world through education」(教育を通して
世界を切り開く) を使命として創設され、現
在、54 か国に 500 を超える学校とオフィス
を所有する国際教育機関です。平昌 2018 オ
リンピック冬季競技大会のオフィシャル教
育サービスパートナーです。EF 英語能力指
数 (www.ef.com/epi) は、イー・エフ・エデュ
ケーション・ファーストのリサーチ・イノベー
ション部門であるイ ー・エフ・ラーニング・ラ
ボによって発行されています。

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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EF EPI 能力レベル

非常に高い英語能力
オランダ
スウェーデン
デンマーク

タスク例

高い英語能力
ドイツ
オーストリア
ポーランド

標準的な英語能力
ブルガリア
ギリシャ
リトアニア

低い英語能力
中国
日本
ロシア

非常に低い英語能力
シリア
カタール
モロッコ

 社会生活の場面で正しい意味合いを持たせた適切な言語を使
用できる

 高度な文章を簡単に読むことができる

 英語のネイティブスピーカーと契約交渉ができる

 職場でプレゼンを行っている

 テレビ番組を理解できる

 新聞を読む

 専門分野における会議に参加している

 歌の歌詞を理解することができる

 熟知した内容についてプロフェッショナルなメールを書くことが

できる

 観光客として英語を話す国を旅することができる 

 同僚とちょっとした会話ができる 

 同僚からの簡単なメールを理解することができる

 簡単な自己紹介（名前、年齢、出身国）ができる

 簡単な合図を理解できる

 海外からの訪問者に基本的な指示をすることができる

EF EPI 能力レベルについて 

EF EPI能力レベルを見ることによって、同
様のスキルレベルを持つ国々の特定や、地
域内および地域間での比較が簡単にできる
ようになります。各能力レベルに記載され
ているタスクは、各レベルにおいて個人が
実行できるタスク例を示しています。各レ
ベルにおける上位3ヶ国が一覧に記載され
ています。EF EPIは英語を母国語としない
国と領域のみを調査の対象としています。

付録B

EF英語能力指数は、調査に参加した国
と領域を英語能力が「非常に高い」から 

「非常に低い」までの5段階にグループ分
けしています。能力別グループに分けるこ
とで、どの国が同等の英語能力を持って
いるか認識でき、また近隣諸国との比較
も可能になります。次のページでは、各能
力レベルにおいて個人がどのようなタスク
を行うことができるかを示すタスク例の一
覧をご覧いただけます。タスクは包括的に
選択されたものではありませんが、レベ

ル間においてどのように英語スキルが向
上していくかを理解するための参考資料
としてお役立てください。

各国の能力レベルは、その国内にいる 

「平均的な」受験者のレベルを単純に示
唆するものではありませんのでご注意くだ
さい。EF EPIは国と領域の比較を行うこと
を目的としており、個々の受験者の得意分
野や不得意分野については、分析の対象
からはずしています。 

www.ef.com/epi42



CEFR レベルと CAN-DO 評価

聞いたり、読んだりしたほぼ全てのものを容易に理解することができる。いろいろな話し言
葉や書き言葉から得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構成できる。 自然に、
流暢かつ正確に自己表現ができ、非常に複雑な状況でも細かい意味の違い、区別を表現で
きる。

難度の高い様々な内容の長文を理解することができ、含意を把握できる。 言葉を探している
という印象を与えずに、流暢に、また自然に自己表現ができる。社会的、学問的、職業上の目
的に応じた、柔軟な、しかも効果的な言葉遣いができる。複雑な話題について明確で、しっか
りとした構成の、詳細な文を作ることができる。

専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的かつ具体的な話題の複雑な文の内容を理解で
きる。緊張しないで母語話者とやり取りができるくらい流暢かつ自然である。かなり広汎な
範囲の話題について、明確で詳細な文を作ることができ、さまざまな選択肢について長所や
短所を示しながら自己の視点を説明できる。

仕事、学校、娯楽で普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方であれば主要点
を理解できる。その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな、たいてい
の事態に対処することができる。身近で個人的にも関心のある話題について、単純な方法で
結びつけられた、脈絡のある文を作ることができる。 経験、出来事、夢、希望、意志を説明し、
意見や計画の理由、説明を短く述べることができる。

具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、
用いることもできる。自分や他人を紹介することができ、どこに住んでいるか、誰と知り合い
か、持ち物などの個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。もし、相手がゆっくり、
はっきりと話して、助け船を出してくれるなら簡単なやり取りをすることができる。

ごく基本的な個人的情報や家族情報、買い物、近所、仕事など、直接的関係がある領域に関
する、よく使われる文や表現が理解できる。簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄に
ついての情報交換に応ずることができる。自分の背景や身の回りの状況や、直接的な必要性
のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

ヨーロッパ評議会の言葉

EF EPI の全ての国はレベル A2 ～ B2 の範囲に入っている。

熟練者 C2

B2

B1

A2

A1

自立した言語使用者

基礎段階の言語使用者

付録C

C1
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国
EF EPI 
第 6 版

EF EPI 
第 7 版 スコア変化

過去からの英語 
能力の変化を見 
てみましょう。
EF EPI スコア変化は、各国
の EF EPI 第 6 版と第 7 版
における差を示しています。 
2 ポイント以上の変化 (上昇
または下降) は、英語能力の 

大きな移り変わりを示唆し
ています。EF EPI 第 6 版は 

2015 年に収集された試験デ
ータを使用しており、第 7 版
は 2016 年のデータを使用し
ています。

アルジェリア 41.60 42.11 +0.51

アンゴラ ̶ 43.49 新

アルゼンチン 58.40 56.51 -1.89

オーストリア 62.13 62.18 +0.05

アゼルバイジャン 46.90 46.97 +0.07

バングラデシュ ̶ 50.96 新

ベルギー 60.90 61.58 +0.68

ブラジル 50.66 51.92 +1.26

ブルガリア 56.79 57.34 +0.55

カンボジア 39.48 40.86 +1.38

カメルーン ̶ 42.45 新

チリ 50.10 51.50 +1.40

中国 50.94 52.45 +1.51

コロンビア 48.41 49.97 +1.56

コスタリカ 51.35 53.13 +1.78

キューバ ̶ 50.83 新

チェコ共和国 59.09 57.87 -1.22

デンマーク 71.15 69.93 -1.22

ドミニカ共和国 57.24 56.31 -0.93

エクアドル 49.13 49.42 +0.29

エジプト 47.32 46.51 -0.81

エルサルバドル 43.83 45.70 +1.87

フィンランド 66.61 65.83 -0.78

フランス 54.33 54.39 +0.06

ドイツ 61.58 62.35 +0.77

ギリシャ ̶ 57.14 新

グアテマラ 47.64 49.52 +1.88

香港 54.29 55.81 +1.52

ハンガリー 58.72 58.61 -0.11

インド 57.30 56.12 -1.18

インドネシア 52.94 52.15 -0.79

イラン 46.38 46.60 +0.22

イラク 37.65 38.12 +0.47

イタリア 54.63 54.19 -0.44

日本 51.69 52.34 +0.65

ヨルダン 45.85 47.40 +1.55

カザフスタン 47.42 45.95 -1.47

クウェート 42.98 43.14 +0.16

ラオス 38.45 37.56 -0.89

リビア 37.82 38.61 +0.79

EF EPI  
各国スコア

付録D
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国
EF EPI 
第 6 版

EF EPI 
第 7 版 スコア変化

リトアニア 55.08* 57.08 +2.00

ルクセンブルグ 63.20 64.57 +1.37

マカオ 51.36 51.87 +0.51

マレーシア 60.70 61.07 +0.37

メキシコ 49.88 51.57 +1.69

モンゴル 42.77 44.21 +1.44

モロッコ 49.86 47.91 -1.95

オランダ 72.16 71.45 -0.71

ナイジェリア ̶ 54.74 新

ノルウェー 68.54 67.77 -0.77

オマーン 43.44 44.48 +1.04

パキスタン 48.78 49.88 +1.10

パナマ 48.08 50.68 +2.60

ペルー 49.83 50.50 +0.67

フィリピン 60.33 60.59 +0.26

ポーランド 61.49 62.07 +0.58

ポルトガル 59.68 58.76 -0.92

カタール 46.57 48.19 +1.62

ルーマニア 58.14 59.13 +0.99

ロシア 52.32 52.19 -0.13

サウジアラビア 40.91 43.98 +3.07

セルビア 59.07 59.37 +0.30

シンガポール 63.52 66.03 +2.51

スロバキア 57.34 57.63 +0.29

南アフリカ ̶ 63.37 新

韓国 54.87 55.32 +0.45

スペイン 56.66 56.06 -0.60

スリランカ 46.58 47.84 +1.26

スウェーデン 70.81 70.40 -0.41

スイス 60.17 60.95 +0.78

シリア 47.22* 48.49 +1.27

台湾 52.82 52.04 -0.78

タイ 47.21 49.78 +2.57

チュニジア 47.70 49.01 +1.31

トルコ 47.89 47.79 -0.10

ウクライナ 50.62 50.91 +0.29

UNITED ARAB EMIRATES 49.81 48.88 -0.93

ウルグアイ 51.63 51.73 +0.10

ベネズエラ 46.53 45.71 -0.82

ベトナム 54.06 53.43 -0.63

* この国は EF EPI 第 6 版には掲載されていないため、それ以前の版の EF EPI からのスコアが掲載されています。

EF EPI に参加しましょう: EF SET は efset.org から無料で受験できます
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